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はじめに 

この度は、SF-R2012F2FDシリーズをお買上げいただきまして誠にありがとうございます。 

本書では、基本的な取扱い方法、注意事項、機能及び仕様について記述してありますの

で、ご使用前にご一読されますようお願いいたします。 

またコントローラ機能の詳細は付属CD-ROMのGeneric Manual （GMN.x.xx.pdf： 英文約

400ページ）を参照願います。 

 
 
 
 
 
 

ご注意 
① 本書の一部または全部を弊社に無断で転載することは禁止されております。 
 
② 本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審の点がございましたら、弊社テクニカルサポートまで

ご連絡くださいますようお願いいたします。 
③  本製品および本書を運用した結果による損失、利益の逸失の請求等につきましては、弊社ではいかなる責任も負
いかねますので、あらかじめご了承下さい。 

 
④ 本書に記載されている機種名、ソフトウェアのバージョンなどは、本書を作成した時点で確認されている情報です。

本書作成後の最新情報については、弊社テクニカルサポートまでお問い合わせ下さい。 
 
⑤ 本製品の仕様、デザインおよびマニュアルの内容については、製品改良などのために予告なく変更する場合があ 
ります。 

 
⑥ 本製品を使用して収納したデータが、ハードウエアの故障、誤動作、その他どのような理由によって破壊された場 
合でも、 弊社での保証はいたしかねます。万一に備えて、重要なデータはフロッピーディスク、3.5インチ光磁気 
ディスク、テープバックアップ装置、他のディスク装置などにあらかじめバックアップするようにお願いいたします。 
 
⑦ 本製品は、人命に関わる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や機器（医療関係、航空宇宙

関係、 輸送関係、原子力関係等）への組み込み等は考慮されていません。これらの設備や機器で本製品を使用
したことにより人身事故や財産損害等が発生しても弊社ではいかなる責任も負いかねます。 

 
⑧ 本製品は日本国内仕様ですので、本製品を日本国外で使用された場合、弊社ではいかなる責任も負いかねます。

また、弊社では海外でのサービスおよび技術サポートを行っておりません。 
 
＊ 本書に記載されているパソコンの機種名、ソフトウェアの名称等は各社の商標または登録商標です。 

 
 
 
 
☆ 添付のRAIDWatchに関してのご注意 
CD-ROMにはブラウザベースの RAID監視ソフト “RAIDWatch” を含んでおります。 “RAIDWatch” は無償提
供のサービス品です。 したがいまして弊社ではサポートはできません。 
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 *********** 安全にお使いただくために *********** 
 

本製品を安全に正しくご使用いただくために、このマニュアルには安全表示を使用しています。 

これらの記載事項は安全のために必ずお守りください｡ 

 

絵表示について 

本製品を正しくご使用頂き、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、

このマニュアルおよび本製品への安全表示については、以下の絵表示をしています｡ 

 
 

  危険 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人の死亡または重傷を負う可能性があ

る危険が存在する内容を示しています。 

  注意 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損害を負う可能性が想定される内

容または物理的損害の発生が想定される内容を示しています。 

  重要 
装置の故障・損傷や誤った操作を防ぐために、操作上必ず守っていただきたい重要

事項や制限事項を示しています。 

 

危険／注意ラベル表示について 
 

本製品の外部または内部に黄色地に黒文字で表示されているラベルがあるときは、安全に関して危険または注意のラベ

ルです。必ず表示の指示に従ってください。 

 

このマニュアルに記載されている以外に危険または注意ラベルによる表示があるときは（例えば製品上に）、必ずそのラベ

ルによる指示に従ってください。 

 

 危険 

• 高温になる場所、湿気の多い場所では使用しないでください。火災や感電の恐れがあります。本製品の動作環境温度
は１０℃～３５℃です。 

• 本製品の通気孔をふさがないでください。内部に熱がこもり、火災の原因となります。本製品は前面より吸気し後部より
排気しますので、特に前後の通気にはご注意ください。空気が正しく循環するように、本製品の通風口から５cm以上の

スペースを空けてください。 

• 本製品および各ユニットは絶対に分解・修理・改造をしないでください。 内部には高電圧の部分があり、火災や感電
の恐れがあります。 

• 本製品をラックに設置する場合は、レール、ラックの棚板等により確実に固定できていることを確認してください。 前面
パネルのネジ止めだけで本体を支えた場合は、振動の発生による性能劣化や製品の落下による怪我の可能性があり

ますので絶対に避けてください。 
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• 本製品を取り扱う場合は、安全の為に、開梱・梱包・設置時には2名以上で作業を行ってください。 

• 本製品にケーブル類を抜き差しする場合には、本製品および接続される機器の電源を必ず切断して行ってください。
ケーブルの破損による火災や感電の恐れがあります。 

• 本製品の内部に異物（金属または水、液体など）が入った場合は、すぐに本製品の電源を遮断し、必ずコンセントから
電源ケーブルを抜いてください。そのまま使用すると、製品内部でショートして、火災や感電の原因になります。 

• 電源ケーブルやその他のケーブル類を無理に曲げたり、ねじったりしないでください。また傷つけたりしないでくださ
い。ケーブル被覆の絶縁劣化や芯線の露出、断線による火災や感電の原因になります。 

• 電源ケーブルをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグ部分を持って抜いてください。 ケーブルを引っ張るとケー
ブルの断線やショートによる火災や感電の原因になります。 

• ラックキャビネットの電力分配装置やＵＰＳ（無停電電源装置）のスイッチがオンになっている場合、これらに接続されて
いる電源ケーブルには電流が流れています。本製品が完全にキャビネットに取り付けられ、すべてのケーブル類が接

続されるまで、本製品の電源ユニットに電源ケーブルを接続しないでください。 

• コンセントの配線が正しくないと、システム、またはこのシステムに接続された製品の金属部分に危険な電圧が発生す
ることがあります。 コンセントは必ず３Pアース付きをご使用ください。  

• 雷雨の間は電源ケーブルやケーブル類の抜き差し、または本製品の設置、保守、再構成を行わないでください。感電
の原因となります。 

• 各ユニットを取り出した部分に、手や金属製のツールを差し込まないでください。 

 

 

 注意 

 
z 本製品の取り付けまたは取り外し中にキャビネットが前に倒れることを防ぐために、キャビネット底面の前部に安定器具
を正しく取り付けてください。安定器具を取り付けていない場合、キャビネットが倒れてけがをする事があります。 

 

z ラックに取り付ける際には、怪我防止の為、必ず手袋を使用してください。 
 

z 交換可能なバッテリを分解しないでください。バッテリの発熱や破裂の原因となります。 
 

z 交換可能なバッテリを火気に近づけたり、加熱しないでください。破裂の原因となります。 
 

z 交換可能なバッテリの電極の（＋）端子（－）端子を金属などでショートさせないでください。 バッテリの発熱や破裂の
原因となります。 

 

z 交換可能なバッテリを水または雨にさらさないでください。バッテリの発熱や腐食の原因となります。 
 

z 急激に温度差を与えると、機器が結露して故障の原因となります。結露させないようにご注意ください。万一、結露させ
てしまった場合は、１時間以上放置し、完全に乾いたことを確認してからご使用ください。ただしこの場合の正常動作の

保証はできません。 

 

z テレビ、スピーカー等、強い電磁気を発生する電子機器の近くに置かないでください。誤動作、故障の原因となります。 
 

z 移動する場合は、必ず電源を切り、振動や衝撃を与えないようにしてください。 誤動作、故障の原因となります。移動す
る場合には専用梱包箱のご使用をお勧めします。 

 

z 交換可能なバッテリを廃棄する場合は、端子にテープを貼り付けるなど絶縁対策を行った後、当該地域の関連法規や
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会社の安全基準に従って行ってください。焼却されるごみやごみ埋立地に埋められるごみには、絶対に入れないでく

ださい。 

 

z 電源ユニットの交換作業をする前に、故障した電源ユニットから電源ケーブルが取り外されており、ＡＣ 電源がオフにな
っていることを確認してください。 

 

z 本製品には、お客様の安全のために３線式の電源ケーブルが添付されています。感電事故防止のために、この電源ケ
ーブルと正しくアース線の接続されたコンセントを使用してください。 

 

z 移動する場合は、必ず電源を切り、振動や衝撃を与えないようにしてください。誤動作や故障の原因となります。移動す
る場合には専用梱包箱のご使用をお勧めします。 

 

 

z 本製品を持ち上げる際に、ドライブ･ユニットのレバー、ファンや電源モジュールに取り付けてあるハンドルを使用して持

ち上げないようにしてください。これらのハンドルは、本製品の重量を支える目的で取り付けられているわけではありま

せん。 

 

z 本製品を振動や衝撃の発生する場所で使用しないでください。誤動作や故障の原因となります。 
 

z 本製品に対し急激な温度差を与えると、機器が結露してしまい故障の原因となります。万一、結露させてしまった場合に
は、しばらく放置し、機器が完全に乾いたことを確認してからご使用ください。ただし、この場合の製品の動作保証は保

証対象外となります。 

 

z 本製品をテレビや、スピーカーなどの強力な電磁気を発生する電子機器の近くに設置しないでください。誤動作や故障
の原因となります。 

 

z 本製品の電源がオンの状態で、故障していないドライブを引き抜かないでください。通電の状態でドライブを引き抜くと、
ファーム・ウェアがそれを検知し、ドライブ・ユニットを故障として扱います。さらに動作中の正常なドライブユニットを引き

抜いた場合、ドライブ内部のヘッド、ディスクに修復不可能なダメージを与え、故障の原因となります。 

 

z 本製品を開梱および移動後に使用する場合には、誤動作を避けるため、電源を投入する前にドライブユニットを１台ず
つ押し込んでください。ドライブ・ユニットが抜けかかっている場合があり誤動作する原因となります。 

 

z 本製品には動作確認し、初期化されたドライブを使用しています。交換部品として用意されたディスク・モジュール以外
のドライブを、容量やメーカー、型番が同じであっても、ご自分で購入して交換しないでください。 

 

z 短時間に電源のオン・オフを繰り返さないでください。容量の大きなドライブは内部のディスクの枚数が多く、その回転
が止まるまでに時間がかかります。短い間に電源のオン・オフをすると、止まりかけたディスクの回転を再度始めることに

なり、ドライブのスピンドル・モーターやヘッド等にダメージを与え、寿命を短くする恐れがあります。電源をオフした場合、

ドライブ内部のディスクが停止するのにかかる十分な時間（約15秒）をおいてから、電源をオンしてください。万一 正常

なドライブを取り外すときも同様に、電源をオフしてから十分な時間をおいてから取り外してください。 

 

z ドライブ障害が発生し、リビルド動作を実行中に電源のオン・オフを行わないでください。 
ドライブへの書き込み中に電源が落ちますとドライブ内のデータやドライブ自身が壊れる場合があります。 

 重要   
停電等によって、データが消失してしまう可能性がありますので、 
運用時には、データのバックアップ及び無停電電源（UPS）の使用を強くお勧めします。 
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 重要   
● 本製品は RAID アーキテクチャに基づき、RAID5 の場合１台のドライブに障害が発生してもデータの損失を防ぐよう
設計されています。もし２台以上のドライブに同時に障害が発生した場合や、冗長化されていない部品に障害が発生し

た場合はデータが失われる可能性があります。また、冗長性のない RAID0 の場合は、１台のドライブに障害が発生し

た場合でも、データが失われる可能性があります。 あらかじめご了承ください。また、人為的なデータの消去、機器の

損壊などの理由によりデータを失う可能性もありますので、重要なデータは必ず定期的にバック・アップをお取りくださ

い。 

 

● ホスト・システムが稼働中に、本製品の電源を遮断しないでください。 本製品のキャッシュ・バッファ内に残っているデ

ータが失われたり、ファイルがこわれる可能性があります。緊急の事態以外は、ホスト・システムをシャットダウンして本

製品のディスク・ドライブへのアクセスが停止してから本製品の電源を遮断してください。 

 

● ドライブ障害が発生し、リビルド動作を実行中に電源のオン・オフを行わないでください。 

ドライブへの書き込み中に電源が落ちますとドライブ内のデータやドライブ自身が壊れる場合があります。 

 

● 停電等によってドライブへの書き込み中に電源が落ちますとドライブ内のデータやドライブ自身が壊れる場合がありま

す。運用時には無停電電源（UPS）の使用を強くお勧めします。 

 

● 本製品は１２台のドライブベイがあります。 空きドライブベイがある場合には、エアーフローに悪影響があります。 ドラ

イブが入っていない場合にも必ずベイの内側に貼ってある透明シートを剥がさずに、ベイを入れた状態でご使用くださ

い。 

 

 設置環境のご注意 
 

● 周囲温度 
本製品の使用温度範囲は10℃～35℃です。 本装置を設置する場合は、周囲温度が10℃～35℃の範囲を越えない

範囲にしてください。 ラックマウントで使用する場合はラックマウントの中の温度がこの範囲になるように換気、通風

を行ってください。他の装置との間隔を十分に開けて通風を良くしてください。本製品の通気は前面→背面で行われ

ます。本装置を設置後に通気孔がふさがれないようにしてください。空気が正しく循環するように、本製品の通風口か

ら５cm以上のスペースを空けてください。 また密閉タイプのラックを使用する場合、適切な通風が出来ない場合があ

ります。 このような場合には通風を良くする為に前面及び後面扉を開放してご使用ください。 ハードディスクは温度

が高いほど故障率が高くなります。 許容温度範囲内で出来る限り低い温度でご使用ください。 

 
● ホコリ 
   ホコリの多い環境に設置した場合、ホコリが内部に蓄積され、コントローラ基板の絶縁不良、通風悪化による内部温度
の上昇、各コネクタ部の接触不良等により故障が発生し易くなります。 出来る限りホコリの少ない場所に設置してくだ

さい。  
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1. SF-R2012F2FDシリーズの概要 

 

1.1 製品の概要 
StoreForce SF-R2012F2FDシリーズはサーバのメインストレージ用として開発した、２GFC SAN接続可能なインターフ

ェース２チャンネルを持つ、FC I/F HDD 12台を搭載できる、２Uラックマウントタイプの超高速RAIDサブシステムで

す。 

 

RAIDレベルは RAID 0, 1, 5, 10, 30, 50, J-BODに対応,  RAID1以上の設定では１台のハードディスクに障害が発生

した場合、システム稼動状態での前面からの簡単な操作で、ドライブの交換とオートリビルドが可能です。  

 

 

1.2 製品の特長 
 
・ 超高速ホストインターフェース  

ホスト接続インターフェース2G FC x 2chにより最大ホスト帯域400MB/sをサポートします。 

またデュアルホスト接続によるHAクラスタサーバ構成を可能にします。  

 

・ 最新のRAIDテクノロジー 

133MHzハードウエアXORを始めとして、全て64bit アーキテクチャで構成し、リアルタイムプロセスと高度な

キャッシュアルゴリズムを採用しています。 また複合RAIDモード、各種の高度なRAIDマネージメントに至る

まで幅広く最新の技術を駆使しています。 

 

・ ハイパフォーマンス 

内部帯域 1GB/s、 I/O 帯域 533MB/s、実効スループット 350MB/s を達成し、I/O レスポンスは最大

50,000IOPSを可能にしています。 

 

・ コストパフォーマンス 

ミッドレンジクラスのRAIDストレージとしては業界で初めて従来のエントリークラスの価格を実現しました。 

各種ユニットのモジュール化、共通化により大幅なコストダウンを図っています。 

 

・ 高度なフォルトトレランス 

システム全体の高度なフォルトトレランスを実現するために、HDD を始めとして、電源、ファン等において、冗

長化、ホットスワップ構造を採用。 

 

・ 高いメンテナンス性 

高度なメンテナンス性を実現するために、主要ユニットは全てモジュール化、ホットスワップ構造を採用してい

ます。  

また事前メンテナンスを可能にするため各種のアラーム、メッセージング、コントロール等はローカル LCD 又

は、インバンド、アウトバンドでのモニター画面から実行することができます。 
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    1.3 本機のRAID機能概要 
     

 
この章では本機のRAID機能の概要を記述しています。  
詳細は添付CD-ROMの Generic Manual （GMN.x.xx.pdf： 英文約400ページ） “Chapter１” を参照願います。 

     
 
・ 本装置はRAID0、RAID1(0+1)、RAID3(30)、RAID5(50)、NRAID、JBODをサポートしており、RAID0は、すべ
ての装着ドライブを1台のドライブとして扱い、RAID1は、1台のドライブの複製を行い、RAID0+1は、RAID0とRAID
1を組み合わせたものでRAID0で構成されたドライブの複製を行い、RAID3、RAID5は、装着ドライブのうち1台分を
パリティとして使用し、1台のドライブが故障してもユーザーデータを維持することができるモードです。スペアドライブ
を指定すると、故障したドライブをメンバーから外し、スペアドライブを代替ドライブとしてRAID3、5 を再構築（リビル
ド）します。 

 
・ スペアドライブは、故障ハードディスクの代替ドライブであり、１ 台のドライブが故障した場合、自動で故障ドライブの
データを代替ドライブに復旧します。（復旧作業はバックグラウンドで行われるため、ホストコンピュータを停止する必
要がありません。但しこの作業は、数時間～十数時間を要します。） 作業終了後は RAID3 、5 の状態に復旧しま
す。 

 
・ 但しRAID3 、5 は、完全に故障しないシステムではありません。RAID を構成している2 台以上のハードディスク
が故障した場合は、全てのデータが失われますので、データをより安全に保管するためには、バックアップ装置への
 「定期的なバックアップ」 が必要です。 
 
 

    
RAIDモード ドライブ数（スペアドライブは除く） （約）総容量 
RAID0 N N 
RAID1(0+1) N N/2 
RAID3 N N-1 
RAID5 N N-1 

 
 
本製品は、１２台までＦＣタイプのドライブを内蔵することが出来ます。 
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２. 製品仕様 
 

2.1 基本仕様         
機種名 SF-R2012F2FD／73 SF-R2012F2FD／146 

ホスト接続インターフェース 2G FC ｘ 2ch 

ホスト最大転送スピード 400MB／s （2G FC ｘ 2ch） 

ホスト接続モード マルチホスト接続／SAN接続 

RAID 0 876GB 1,752GB 

RAID 1 438GB 876GB 

RAID 5 803GB 1,606GB 

記

憶

容

量 RAID5+Sare 730GB 1,460GB 

標準キャッシュ容量 256MB ECC 

搭載HDD構成 3.5”FC HDD x 12  

2GHz FC／SCA-2  搭載HDD仕様 

73GB 146GB 

RAID機能 ホットスワップ／ホットスペア／オートリビルド／オンラインRAID拡張   

搭載電源 ホットスワップ350W二重化電源 

 

2.2 RAID コントローラ仕様 
機種名 SF-R2012F2FD/73 SF-R2012F2FD/146 

構造 2G FC to FC ハードウエアRAID  

ホストOSコンパティビリティ O/S Independent 

ホストインターフェース 2G FC x 2ch 

HDDインターフェース 2G FCまたは1G FC 12台 

ドライブ拡張インターフェース 2G FC x 2ch 

RAID プロセッサ PowerPC 750Cxe 400Mhz 256KB内部L2キャッシュ 

RAID アーキテクチャー 133Mhz ハードウエアXORエンジン 

133MHzメモリーバス（for dual PCI bandwidth） 

RAID レベル 0, 1, (0+1), 3, 5, 10, 30, 50, J-BOD, Non-RAID 

最大LUN数 32／1Ｈｏｓｔ ID、 最大１０２４ 

キャッシュメモリ 最大1GB SD-RAM 、ECC バッテリーバックアップオプション 

モニタリング LED、ビーパ、LCD（HDD,コントローラ,電源,FAN,温度） 

マネージメント&コントロール ① LCDコンソール（フロントパネルに装備） 

② テキストベースユーティリティ 

（接続方法はインバンドＳＣＳＩ／Ｆｉｂｒｅ または、アウトバンド

Ethernet／RS232Cシリアル） 
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2.3 一般仕様 
機種名 SF-R2012F2FD/73 SF-R2012F2FD/146 

適応規格 FCC Class-A、CE、UL 

所要電源 AC90～260Vオート 50/60 Hz 

消費電力 250W以下 

エネルギー消費効率（RAID5） 0.32 0.16 

発熱量 900KJ／hour,  215Kcal／hour 

 88mm(H) x 446.2mm(W) x 490mm(D) （フロントハンドル含まず） 

88mm(H) x 483.2mm(W) x 509mm(D) （フロントハンドル含む） 

寸法 

344mm(H) x 600mm(W) x 670mm(D)  (梱包) 

本体重量 27Kg（HDD含む）、 18Kg（HDD含まず） 

ホストインターフェースコネクタ ２G FC用 SFP／LC ｘ ２ 

その他のI/F ｺﾈｸﾀ RS-232C Audio Jack x 1、 Ethernet 10/100Mbps RJ45 ｘ １ 

HDDトレイ 寸法30mm(H) x 110mm(W) x 210mm(D) x 12 

電源ユニット 重量２Kg 寸法81.6mm(H) x 128.8mm(W) x 276.7mm(D) x 2 

ホットスワップ 

ユニット 

 

 
FANユニット 重量１Kg 寸法36.2mm(H) x 123mm(W) x 277.5(D) x 3 

電源ｹｰﾌﾞﾙ ACケーブル 長さ2m x 2 

シリアルケーブル RS-232C (Audio Jack) シリアルケーブル x 1 

NULLモデムコネクタ NULLモデムコネクタ x 1 

マニュアル CDROMマニュアル x 1 

ホスト I/F ｹｰﾌﾞﾙ（別売ｵﾌﾟｼｮﾝ） LC-LCオプティカルケーブル長さ 5ｍ x 2 

付

属

品 

 

SFP Module（別売ｵﾌﾟｼｮﾝ） 2個 

 

2.4 環境条件 
機種名 SF-R2012F2FD/73 SF-R2012F2FD/146 

動作時 ＋10～＋35℃ 温度範囲 

 非動作時 -10～＋50℃ 

動作時 10～80%（ただし結露無き事） 湿度範囲 

 非動作時 5～95%（ただし結露無き事） 

動作時 0.2G 5～500Hz X/Y/Z 振動 

 非動作時 1G 5～500Hz X/Y/Z 

動作時 5G 11ｍｓ Half-sine 衝撃 

 非動作時 15G 11ｍｓ Half-sine 

動作時 10､000ｆｔ 高度 

 非動作時 40､000ｆｔ 
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３. 開梱および付属品の確認 
  
    製品を受け取りましたら梱包を開け、付属品の確認を行ってください。 
   本製品の梱包は7個のダンボールケースで構成されます。 小箱Aにはトレイ及びHDDを除く付属品が入っています。 

小箱B,C,DにはHDD（トレイ取付け済み）が各4台入っています。 （HDDは既に本体に取付け済みの場合もあります。） 

 

A : A ccessory box 

B : H D D  tray box  

C : H D D  tray box 

D : H D D  tray box 

 

 
 

機種名    構成部品 
SF-R2012F2FD/73 SF-R2012F2FD/146

1 本製品（SF-R2012F2FD RAIDサブシステム） １台 １台 

2 LC-LCオプチカルケーブル（別売オプション） ２本 ２本 

3 SFPモジュール（別売オプション） ２個 ２個 

4 ＡＣ電源ケーブル ２本 ２本 

5 RS-232C ( Audio Jack ) シリアルポートケーブル １個 １個 

6 NULL Modem コネクタ １個 １個 

7 マニュアルCD-ROM ２枚 ２枚 

8 保証書 １枚 １枚 

9 保守登録用紙 （オンサイト保守付きの場合のみ） １枚 １枚 

10 オンサイト保守サービス契約約款（オンサイト保守付きの場
合のみ） 

１枚 １枚 

 
＊本製品は精密電子機器です。梱包箱は保管しておき、輸送時には必ず購入時の梱包材・箱をご使用ください。 
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４. 各部の名称と機能 

4.1 主要コンポーネントの名称  

  

  
 
 

 

 

  

 

SF-R2012F2Fシリーズサブシステム外観

前面パネルの主要コンポーネント 

前面パネルの主要コンポーネント 
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4.2 前面パネル各コンポーネントの概要 

4.2.1 LCDパネル 

                           

   

                 

  

4.2.2 HDD トレイとエンクロージャーベイの位置 

 

 

LCDパネルの開き方 

LCDパネルは16 x 2 文字のLCD、5個のプッシュキー、3個

のLEDから構成されます。 

 

LCDパネルの操作により全てのRAID操作とモニターができ

ます。 電源を入れると初期画面にモデル名が表示されま

す。 多くのRAIDを使用する場合異なるモデル名を設定して

おくことで簡単に識別が可能です。 

 

左側及び右側のドライブベイの出し入れをする場合上図のよ

うにOPENラッチにより開き左図のように閉めます。 

ドライブトレイは FC-2G または FC-1G標準3.5“HDD

用として設計され 2個のLEDでドライブの状態を表示

します。 またクリップボタンで効率的にホットスワップ

によるHDD交換が可能です。 

 

ドライブベイ（スロット）の 1～12 まで下図のように左か

ら右、上から下に番号を割当てます。 



16/45 

4.3 背面パネル各コンポーネントの概要 

4.3.1 コントローラモジュール 

   サブシステムの背面中央上部に、本装置の心臓部のコントローラモジュールが入っています。 コントローラモジュール

は下図のように、いくつかの独立した部品から構成されています。 

 

 

 

 

    4.3.1.1 コントローラボード 

    本機の心臓部はIFT-5251F-4 コントローラです。 IFT-5251F-4 コントローラは４つのプリセットされたFC-２Gチャネ

ルがあります。 CH 0 と CH 1はホスト用として、 CH 2 と CH 3 はドライブ用としてセットしています。ID 124 と ID 

125は CH 2 および CH 3用として各々リザーブされています。 

IFT-5251F-4 コントローラはホスト IO ボードと３つのボード to ボードコネクタで接続され、コントローラの裏面に位置

するDIMMモジュールを交換する場合にはとりはずす必要があります。 

4.3.1.2 ＤＩＭＭモジュール 

コントローラモジュールは256MBのDIMMモジュールがプリインストールされ、１GBまでサポートしています。DIMMモ

ジュールはIFT-5251F-4 コントローラの下側に位置しており、交換する場合はIFT-5251F-4 コントローラをとりはずし

てから行います。  

4.3.1.3 ホストＩＯ ボードとＤＩＰスイッチ 

  ＩＦＴ-９２７２ＦＩＯ-４ホストＩＯボードはミッドプレーンに２つのコンパクトＰＣＩコネクタで接続され、Dual Drive Loop とHDD
のホットスワップを実現しています。 ４個のSmall form factor pluggable (SFP)コネクタがあり、２個がホスト用（CH0、CH1）

接続用として、２個がドライブサイド拡張用としてリアパネルからアクセスできます。 

 注意 コントローラモジュールは静電気等に対して非常にセンシティブな部品から構成されます。 

  やむを得ない場合以外は絶対に開けないで下さい。 軽率な取扱いはシステムの重大な障害を起こす事があります。
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サブシステムの IDを決めるDIPスイッチはホストＩＯボードの前面に位置しています。 

           

 

 

           

  エンクロージャーＩＤの設定 

Switch Number 
Enclosure ID 

2 1 0 
DRV ID 

1st Enclosure 

(DEFAULT) 
OFF OFF OFF 0 – 11 

2nd Enclosure OFF OFF ON 16 – 27 

3rd Enclosure OFF ON OFF 32 – 43 

4th Enclosure OFF ON ON 48 – 59 

5th Enclosure ON OFF OFF 64 – 75 

6th Enclosure ON OFF OFF 80 – 91 

7th Enclosure ON ON OFF 96 – 107 

8th Enclosure ON ON ON 112 – 123 

 
 
ドライブスピード設定 

Switch Number 4 OFF ON 

Drive Speed 2Gbps (Default) 1Gbps 

このDIPスイッチはこのRAIDサブシステムエンクロージャの IDとFCハードディスクのスピードを設定します。 DIPス
イッチは４個あり最初から３番目がエンクロージャ IDの設定、４番目がハードディスクのスピード（FC1G, FC2G）を設定し
ます。 このスイッチ設定を行う場合、コントローラモジュールをサブシステム本体から取り出してから行うため、オペレーシ

ョンを行う前に設定してください。  
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4.3.1.4 インターフェース 

    本サブシステムを外部機器に接続するためのインターフェースはホストＩＯボード上にあり、コントローラ背面の下図に示
すパネルからアクセスします。 

 

 

Drive Exp.： FC2G の拡張用
ドライブチャネルです。 本サ

ブシステムの容量を拡張する時

に他のストレージアレイデバイ

スに接続します。 

Host：FC2G のホストチャネルで
す。SFPﾓｼﾞｭｰﾙを接続してホスト
PCに接続します。 

RS-232C（Audio Jack）： システ
ムのリモート管理用のRS-２３２Cシリ
アルポートです。  

Ethernet Port： システムのネット
ワーク経由でのリモート管理用  
RJ-４５イーサネットポートです。  
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4.3.1.5 バッテリー・バックアップ・ユニット（ＢＢＵ） 

  オプションとしてリチュームイオンＢＢＵを用意しています。 ＢＢＵは１ＧＢのメモリーを停電時に最大72時間バック
アアップできます。 データ保護のためにＢＢＵを使用する事を推奨します。 ＢＢＵ用コネクタはＩＦＴ-９２７２ＦＩＯ-４
ホストＩＯボードに位置します。 

 
 

4.3.2  電源ユニット（ＰＳＵ） 
     本装置は 2個のホットスワップ可能な３５０Ｗ冗長化電源を搭載しています。  
各電源ユニットは１個のＡＣインレットと１個の電源スイッチを持ち、電源スイッチはその各電源ユニットの電源ｏｎ／ｏｆｆ

ができます。 
 
各電源ユニットには 2個の電源冷却用FANを内蔵しています。各電源ユニットの状態は Status LEDで確認できま 
す。 
PSU に障害が起きた場合は、オンライン状態で、Ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ Ｓｃｒｅｗをゆるめてハンドルを手前に引き、引き抜く事が
できます。 交換後はＲｅｔｅｎｎｔｉｏｎ Ｓｃｒｅｗを締めます。 

 

4.3.3 ＦＡＮユニット 
本装置は 3個のホットスワップ可能なクーリングＦＡＮユニットを搭載しています。 ＦＡＮは１２ｃｍブロワ型を使用、前面
から背面へのエアーフローにより、ドライブの冷却を行います。 

 

 



20/45 

５. インストレーション 

5.1 ドライブトレイ（HDD付き）のインストレーション 
工場出荷時には、ドライブトレイ（HDD付き）を本体キャビネットに挿入せずに、４台毎に別梱包になっている場合があり 
ます。  
下記の項目に注意して、慎重にドライブトレイをインストールしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   Ｓｔｅｐ１ 図のようにトレイ中央のクリップを押し上げフラップを開きます。  
 Ｓｔｅｐ２ HDD付きトレイをゆっくり筐体に挿入し止まるまで押します。 トレイのフラップをロックします。 
        HDDに貼っている番号表示はID番号（ID0～ID1１）に合わせています。 ドライブベイ（Ｓｌｏｔ番号）を間違え

ないようにしてください。 
RAIDサブシステムのドライブベイ（Slot番号）は 1～12まで下図のように配置されています。 

 
  

       

I 

 

     
    

 

 注意 
・ HDD は衝撃および静電気に対して非常にデリケートです。 ショックを与えないよう十分注意し、HDD に触
れる前に何らかの方法で人体の静電気を放電してください。  
・ トレイに装着しているＨＤＤは工場にてエージングテストをして出荷しております。 インストール時に落下した

り、また他のディスクを使用したりしないようにお願いします。 
・ ＨＤＤを１２台未満で使用する場合も、必ず空トレイを装着してください。 トレイが装着していないベイがあると

適切なエアーフローが得られず、内部の発熱により重大な障害を起こす恐れがあります。 またＨＤＤが無いト

レイは、適切なエアーフローを得るため、トレイ内部に透明フィルムが貼られています。 このフィルムは取り外

さないでください。 
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5.2 ラックへのインストレーション 
    本機のキャビネット側面の取付け用穴を利用して、１９インチ標準ラックに取り付ける事ができます。 
別売オプションのスライドレール （ＩＦＴ－９１７２ＣＳｌｉｄｅｒ）または、インテグレータ様によって用意されたブラッケットによ

って取付けますが、次の項目にご注意願います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ・取付け穴位置 
専用のブラケットを設計する場合、次図の矢印に示す片側６個のＭ４ナットを使用します。 

  

 

 
      
オプションのスライドレールを使用する場合，次図の矢印に示す片側5個のM6穴を使用します． 

 

 注意 
・ 電源ケーブルの長さ、他の機器との接続ケーブルの長さを考慮して最適な設置場所を選びます。 
・ ディスク装置は温度が高いと故障率が高くなります、ラックの中の最も通風の良い場所に設置してください。 
・ 別売オプションのスライドレ－ルの取付け可能なラックの奥行きは７００ｍｍまたは８００ｍｍです。 
・ 本機の重量は約２７ｋｇです。 ラックに設置するときは、落下等の危険防止のため必ず２名以上で行ってください

い。 
・ ラックによって取付け方法が異なりますので、ご使用になるラックの取扱い説明書を参照してください。 
・ 本機の通風は前面から吸気し、後面から排気するように設計されています。 ドア付きのラックをご使用の場合、

ラックに設置されているＦＡＮでは通風が不十分で、本機の最大環境温度３５℃を越える場合があります。 この

場合は、前面及び後面の扉を開けて使用する等、本機の周囲温度が絶対に３５℃を超えないように設置してくだ

さい。 
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   前面のアングル固定用ネジはＭ５またはＭ６のナベネジを使用します。 次図にネジ位置を示します。 
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６. 本機のモニター機能 

6.1 モニター機能概要 
     SF-R2012F2FD シリーズにはシステム状態を監視し、障害が起きた時に、アラートを出し、適切なアクションをとれる
ように、次のように多くのモニター機能を装備しています。 

 
◇ ＬＥＤによるモニター 
    本機の全てのアクティブなコンポーネントにＬＥＤが装備され、動作状態を表示しています。 
 
◇ ブザー音によるモニター 
   コントローラボード上にブザーが装備され、各コンポーネントの障害時に音で知らせます。 
   障害内容の特定は、ＬＣＤ表示、ＲＳ－２３２ＣまたはＬＡＮ接続したＰＣのターミナル表示等で行います。 

 
◇ LCDディスプレイによるモニター 
   本機の RAIDコントローラには管理ファームウエア（Ｆ/Ｗ）が含まれており、前面の LCDパネルの操作によりシス
テム状態の全てのモニターおよびコントロールができます。 本マニュアルでは基本的なLCDパネルの操作に関
して記述しています。 詳細は添付CD-ROMの Generic Manual（GMN.x.xx.pdf： 英文約 400ページ）を参
照願います。  

    
◇ PCターミナルによるモニター  
    管理用 PC と本機リアパネルの RS-232C（Audio Jack）を付属のケーブルで接続し、Windows 標準の“Hyper 

Terminal” 等の通信ソフトを使用して、システム状態の全てのモニターおよびコントロールができます。 モニタ
ーおよびコントロールできる内容はLCDパネルによる方法と、ほぼ同じです。  また本機リアパネルにはLANコ
ネクタを装備しており、ネットワーク接続（ Telnet ）でも RS-232C 接続と同様なモニターおよびコントロールが可
能です。 

   
 

6.2 LEDによるモニター 
    6.2.1 コントローラモジュールの LEDモニター 

       
 

  リアパネルには上図のように 1～６番、 A～Dまでの 10個のLEDがあり、次表のように定義されます。 
 

LED Name Color Status 

1 Drive Busy 緑色 点滅：ドライブポートデータ転送中 

 

2 BBU Fail 橙色 ON： 障害 

OFF：BBU正常. 

点滅：BBU充電中 
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(注：BBUが無い場合このLEDは動作しない) 

3 Power 緑色 ON：コントローラに電源が供給されている 

OFF：コントローラに電源が供給されていない 

4 Host Busy 緑色 点滅：ホストポートデタ転送中 

5 Cache Dirty 橙色 ON：キャッシュしたデータが書き込み未終了で残っている 

6 Ready 緑色 ON：コントローラ正常  

OFF：コントローラがReadyになっていない 

A CH0 Link 緑色 ON：チャネル０のリンクOK 

OFF：チャネル０のリンクNG 

B CH1 Link 緑色 ON：チャネル１のリンクOK 

OFF：チャネル１のリンクNG 

C CH2 Exp. Link 緑色 ON：チャネル２拡張ポートのリンクOK 

OFF：チャネル２拡張ポートのリンクNG 

D CH3 Exp. Link 緑色 ON：チャネル３拡張ポートのリンクOK 

OFF：チャネル３拡張ポートのリンクNG 

 

6.2.2 LANポートの LEDモニター 

         
          

LED Name Color Status 

Online Status 緑色 On： LAN リンクOK 

LAN Activity 緑色 点滅：データ転送中 

 

6.2.3 LCDパネルの LEDモニター 
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LED Name 
Color Status 

PWR  青色 ON ：電源ON 

OFF ：電源OFF 

BUSY 白色 点滅：ホスト/ドライブチャネル データアクセス中 

ON：. Write キャッシュにデータが残っている 

OFF： ホスト/ドライブチャネル データアクセスしていない 

ATTEN 赤色 ON：サブシステムまたは構成部品に何らかの障害があった  

OFF：サブシステムまたは構成部品が正常 

（注）：ブートアップ中にはATTEN LEDが点灯しますが正常に起動が完了すると消えます。 

  

6.2.4 ドライブトレイの LEDモニター 
      各ドライブ」トレイには２個のLEDがあり下記のように定義されます。 
          

 
 
           

LED Name Color Status 
Drive Busy 青色 ON：ドライブReady状態 

点滅：Read／Write中 

Drive Status 赤色 ON：ドライブに何らかの障害が発生 

 

6.2.5 電源ユニット（PSU）の LEDモニター 

              
      

Color Status 
緑点灯 電源は正常に動作中 
赤点灯 電源は故障でシステムに給電できない 
OFF 電源が入っていない。 
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6.2.6 FANユニットの LEDモニター 
 

                
 
 

赤LED Status 
OFF FANユニットは正常に動作中 
ON FANユニットは故障、交換が必要 

 
 

6.3 ブザー音によるモニター 
     RAID コントローラの各種パラメータ（温度、電圧等）が決められた範囲を超えた場合、ブザー音で知らせます。 また
サブシステムの各コンポーネントに障害があった場合もブザー音でしらせます。 この場合障害内容は LCD パネル
または、PCターミナルのエラーメッセージで判断します。  ブザー音を消すには、LCDパネルの “Mute” キーを
押します。 

 
 
 
 
 
 
 
   

6.3.1 ブザー音によるアラームのパラメータ上限、下限のデフォルト値 

   
     下記パラメータの上限、下限を超えた場合アラーム音で知らせます。 
 

Parameter Upper Threshold Lower Threshold 
+3.3V +3.6V +2.9V 
+5V +5.5V +4.5V 
+12V +13.2V +10.8V 
CPU Temperature 90ºC 0ºC 
Board Temperature 90ºC 0ºC 

 

      6.3.2 故障の場合ブザー音でアラームを出すコンポーネント 
      下記のコンポーネントに障害があった場合ブザー音によるアラームを出します。 

◇ RAID コントローラモジュール 
◇ FANユニット 
◇ PSU（電源ユニット） 
◇ BBU（バッテリーバックアップ）モジュール 
◇ HDD（ディスクドライブ） 

 注意 
・ ブザー音を無視して適切な修正アクションをとらないで、稼動を続けた場合にはシステムの重大な障害や恒久

的な障害を引き起こす場合があります。  
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6.4 LCDディスプレイによるモニター 
LCDパネルのLCD Push-button Panelでキー操作により詳細なイベントログのモニターが可能です。 ９９個までコ
ントローラ内蔵メモリーに記録されますが、電源を切ると全てのログが消えまてしまいます。 障害時には、電源を切る

前に必ずイベントログをメモしてください。 このログを確認する方法を次に説明します。  
 

    
 
 
現在のLCD画面のステータスを確認下さい。 
現在表示しているのは最新のエラーメッセージですので、確認後「ESC」ボタンを押して下記の初期画面に戻します。 

ES F1２F-G  V3.XXX 
  Ready 

  

 
本体LCD部の操作キーにて以下の確認をして下さい。 
上記状態から「ENTER」キーを 2秒以上押し続けます。 
押した時に「Press 2 seconds for Main menu」と表示され、 

Quick Logical 
  Drive Install    ↓ 

  

 
と表示されますので、▽キーを 10回程度押します。 

View and Edit 
 Event Logs    ↑ 

  

 
が表示されますので、ここで「ENTER」ボタンを押します。 

Controller  
 Init Completed 

  

 
C=3  I=0 
BadBlock Encountered 

  

 
障害発生時には例えばこのような表示が出ます。 △▽ボタンで前後しますので、内容をご確認します。この情報が、電

源を入れてから、コントローラに記憶されているRAID装置のイベントです。 
最大数が 99 個になっており、古い順に消去されます。 イベントメッセージの内容詳細は CDROM マニュアルの
“Generic Operation Manual” GMN1.xx.pdf を参照してください。 

 

 

 

 

 

●LEDによるステータス表示 
PWR： 青色----電源ON時に点灯。 
BUSY： 白色-----I/Oが行われている時に点滅。 
      Writeキャッシュにデータが残っている時に点灯。

ATTEN：赤色-----障害時に点灯。 
●MUTEキー： 
  アラーム音の解除 
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6.5 PCターミナルによるモニター 
Event Log の確認はHyperTerm等の汎用通信ソフト（VT-100）でモニターする事ができます。 
接続は、付属のRS-232CケーブルとNull Modemを使用し写真のように接続します。 
またイーサネット(Telnet)での接続も可能です。  表示内容はどちらの接続方法でも同じです。 
 
 
 

 
 

  下図はターミナルを開いた時の初期画面です。 画面が開かない場合 CtrlキーとLキーを同時に押します。    
ここから “View and edit Event logs”を選択します。 

 

 

ES F12F-G  V 331F 

 
  

 下図はEvent Log を開いた時の例です。 
 

 
 

RS-232Cの設定 
Baud rate  38400bps 
Data bits   8 
Stop bit     1 
Parity     None 

PCのRS232Cと接続         本機のRS-232C (ｵｰﾃﾞｨｵｼﾞｬｯｸ) と接続 
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７. 本機の接続とオペレーション 

 

7.1 FCに関して 
    7.1.1 FCケーブル、SFPモジュール 
FCケーブルのコネクタはTX/RXを間違えないためにDLC（デュアルLCコネクタ）タイプをお勧めします。 

SFPモジュールはLCタイプを使用してください。   下記の注意事項を守って正しく使用してください。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

7.1.2 ファイバーチャネルの接続形態 
   本機はFC標準規格で定める、Point-to-Point, FC-AL, Fabric Switch の 3つの接続形態に対応しています。 
   ◇ Point-to Point 
      Point-to Pointは最も簡単な接続形態で、二つのFCデバイスを直接接続します。 
    
◇ FC-AL 
   FC-ALでは全てのFCデバイスはループ状に接続され、AL_PA ( Arbitrated Loop Physical Address ) によって
一つの ループにつき１２７個のアドレスが各デバイスに割り当てられます。  

   
 ◇ Fabric Switch 
     ファイバーチャネルスイッチを使用して複数のFCデバイスが同時に通信する事ができます。 
 
     
詳細は添付CD-ROMのGeneric Manual（GMN.x.xx.pdf： Fibre Operationの項目）を参照願います。 

 注意 
・  FCケーブルは曲げに対してデリケートな部品です。  曲げる場合は半径５０ｍｍ以上にしてください。 
   またラック組込み/取り外し時にケーブルに無理な力が加わらないようにしてください。 
・ FC レーザーは目に対して重大な障害を与える事があります。 レーザーの ON/OFF を目で確認する事は
絶対に避けてください。 
・ FCケーブルおよび SFPモジュールは信頼性に重要な影響を与える部品です。 必ず指定品をご使用くだ
さい。 
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7.1.3 本機の接続例 
下図は本機の接続例の一つです。 

ホスト側の接続で基本的に考慮することは、一つのFCホスト接続に障害が起きた場合の冗長性です。 ホスト側は少な

くとも 2個のHBAで接続する事を推奨します。 下図の例では 2台のホスト PC と本機を接続して冗長性を保っていま

す（この場合はサードパーティのフェールオーバーソフトが必要です）。   

 

 
   上図の接続例の説明 
   ◇ 冗長性のあるホスト接続経路        
    二つのホストチャネルがそれぞれのホスト PC に接続されています。 仮に一方のデータ経路に障害（ケーブルの故
障、コネクタの抜け等） が起きた場合には、もう一方の経路で動作を継続できます。 

 
   ◇ 冗長性のあるホストPC接続 
     仮に一方のホストPCに障害が起きた場合には、もう一方のPCでストレージシステムへの I/Oを継続できます。 
 
   ◇ 拡張ポートの接続 
     二つの拡張ポートはF-16F FC JBODに接続されています。 一方のFCケーブルが抜ける等の障害があってもも
う一方のケーブルで動作を継続できます。  
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7.2 電源の投入 
7.2.1電源投入前に 
電源を入れる前に下記の項目をチェックしてください。 
 
◇ エンクロージャーID------エンクロージャーIDが適切に設定されているか、またその IDが他のデバイスの ID と

衝突を起こしていませんか？      
◇ メモリー -------新しいメモリーをインストールした場合コントローラボードに正しく取付けられていますか？ 
◇ BBUモジュール------- BBUモジュールをインストールした場合、正しく取付けられていますか？ 
◇ HDD------- HDDはトレイに正しく取付けられていますか？ 
◇ HDD トレイ--------HDDが取付けられている、いないにかかわらず、全てのトレイが挿入されていますか？ 
◇ ケーブル接続--------ホストポートはホストPCと正しく接続されていますか？ 
◇ 電源ケーブル----------付属の 2本の電源ケーブルを各PSUモジュールに接続し、コンセントをアース付き（３P）

に接していますか？                 
◇ 環境温度----------ラック内の温度は規格内に入っていますか？ 

   
 
 

   7.2.2 電源投入の順番 
   本機の電源を入れる場合次の順番で行います。 
   Step1  本機に接続している他のFCデバイス（FCハブ、FCスイッチ等）の電源を入れます。 
   Step2  本機の拡張ポートから J-BODを接続している場合、J-BODの電源を入れる。 
   Step3  本機の電源を入れる。 本機の電源スイッチはPSU（電源モジュール）の右側にあります。 
   Step4  ホストPCの電源を入れる。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

                                    
 
 
 
 

 注意 
 
 PSUは冗長性を持たせるため2個あります。 どちらか一方だけでも動作は可能ですが、冗長性が無くなり、
その電源が故障するとシステムがクラッシュします。 安全のために必ず両方のスイッチを入れてください。
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7.2.3 電源投入時の状態チェック 
本機の電源を入れてからReady状態になるまでに数十秒かかります。 この間にシステムのセルフチェックが自動的に
行われ、異常がないかを確かめます。  この間の LED、ブザー音、LCD の状態は次の通りですので確認してくださ
い。 
 
 
◇ ドライブトレイのLED 

       イニシャライズ中は青LEDが点滅、Ready状態になると青LEDが点灯します。 
 
◇ LCDパネルのLED 

       電源が入ると青LED点灯、 イニシャライズ中は赤LEDが点灯し、Ready状態になると消灯します。 
 
    ◇ アラーム音 
       イニシャライズスタート時にピーピー音が一度鳴ります。 イニシャライズ時に何らかの異常を検出すると、ピーピー

が連続して鳴り続けます。  
 
    ◇ LCDディスプレイ 
       ホストの設定が済んでいる場合、Ready状態になると下記の表示になります。 
       ホストの設定が行われていない場合、Ready表示にならず、” No Host LUN “ を表示します。 
      

 

 
 
 

  電源をONするとイニシャライズが始まり、この
表示になります。 

  
イニシャライズ後モデル名を表示します。 

  
RAM 容量を表示します｡ 

  
ホスト設定済みの場合は Readyを 
未設定の場合は No Host LUNを表示します。 

 

Indicates Firmware version 

ES F12F-G 

Ready 

Model Name 

Status/Data Transfer Indicator

V3.31F

Initializing…. 
   Please Wait... 

ESF12F-G   v3.31F 
Modem Not Config 

ESF12F -G     v3.31F 
256MB RAM, Wait… 

ESF12F-G      v3.31F 
No Host LUN 
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7.4 電源の切断手順 
     
電源をOFFにする場合は次の手順で行います。 

 
Step1  ホストPCからの全ての I/Oアクセスを止めます。 
Step2  データがキャッシュメモリーに残っていない事を確認します。 

LCDパネルの BUSY LED が点灯してる場合はデータがキャッシュメモリーに残っています。 
Step3  データがキャッシュメモリーに残っている場合はLCDパネルキー操作で“Shutdown Controller”を実行し 
キャッシュされているデータをフラッシュします。 

     Step４  電源スイッチ（２個）をOFFします。 
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 7.5 RAIDの初期化作業 
 
 
 
 
 

 
 

7.5.1 各Drive Statusおよび現在のLogical Drive Statusの確認 
    初期化の前に各ドライブの状態と現在のLogical Drive の状態を確認します。  
     ・ ドライブが入っている全てのトレイの青LED（Ready）のみがついていることを確認します。 
・ LCD上に以下のどちらかのメッセージが表示されていることを確認します。 

 
 
                        
 

＊ 既に何らかの初期化とホスト設定を完了している場合、右図の表示になります。 
 

    ・ LCD パネルの操作により各ドライブのステータスを確認し、所定のドライブが正しく認識されていることを確認します。  
Main Menu内View and Edit SCSI Drivesにて確認できます。 

 
      上図のどちらかの状態から下記のキー操作をします。 
        

ENTキーを押します。 
 
 

  
そのまま 2秒押します。 

            
 
              ▽キーを 4回押します。 
 
 
 

ENTキーを押します。 
 
 
               ▽キーを押し順番に全ドライブを確認します。 
 

主なLCD表示 ドライブステータス 
IN イニシャライズ中 
LN オンライン（正常） 
RB リビルド動作中 
SB スペアドライブ 
NEW DRV 未使用ドライブ 
BAD DRV 異常（障害発生）ドライブ 
ABSENT 存在しないドライブ 
MISSING 存在していたドライブがなんらかの障害にて消失した 
SB-MISS 存在していたスペアドライブがなんらかの障害にて消失した 

 注意 
・RAIDの初期化を行うと、全てのデータが失われます。 必要なデータが入っている場合は必ずバックアップ
をとってから行ってください。 
・通常、出荷時に初期化を完了していますのでこの作業は必要ありません。 

 ES F1２F-G  V3.XXX 
 No Host LUN 

 ES F1２F-G  V3.XXX
 Ready 

Press 2 seconds 
for Main Menu 

Quick Logical 
Drive Install ↓ 

View and Edit 
SCSI Drives ↑↓     

C=2  I=1  035003MB
LG=0  LN  SEAGATE

C=2： FC Channel 
I=1： ID 
035003MB： Drive Capacity 
LG=0： Logical Drive ０ 
LN： Online 
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    ・ LCDパネルの操作により Logical Driveのステータスを確認します。  Main Menu内View and Edit Logical 
Drivesにて確認できます。 

 
 初期画面から下記のキー操作をします。 

              ENTキーを押します。 
 
そのまま 2秒押します。 
 

  
 

              ▽キーを１回押します。 
 
               
 

ENTキーを押します。 
 

 
 
  
 
 
 
 
・主なRAID（論理ドライブ）ステータス 

LCD表示 ドライブステータス 
INITING イニシャライズ中 
INVALID I/Oサイズ（ランダム I/O またはシーケンシャル I/O どちらかに最適化する為）

が不整合 
GD 正常 
FL 論理ドライブを構成している物理ドライブが一台FAIL（障害）している 
RB 論理ドライブがリビルド動作中 
DRVMISS 論理ドライブを構成している物理ドライブの一台を認識できなかった 
INCOMPLETE ARRAY 論理ドライブを構成している物理ドライブが複数台FAIL（障害）している 

 

 

7.5.2 RAIDの初期化 
    ◇ 設定フロー① （Quick Logicaｌ Drive Installを使用する場合） 

（ファームウエアのバージョンにより表示が異なる場合があります。） 
 
                  初期画面。 
 
 

 
ENTキーを 2秒押します。 

 
  

 
                 ENTキーを押します 
         
 

Press 2 seconds 
for Main Menu 

Quick Logical 
Drive Install ↓ 

View and Edit 
Logical Drives ↓↓ LG=0： Logical Drive 0 

RAID5： RAID Level 
DRV=12： Drive数 
３７３GB：Logical Driveの容量 
GD： Logical Drive Status Good 
SB=0：この Logical Drive の Spare
Drive数 

LG=0 RAID5  DRV=12
３７３GB GD SB=0 

 ES F1２F-G  V3.XXX 
 No Host LUN 

 Quick Logical 
Drive Install ↓ 

 Press 2 seconds 
for Main Menu 
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▽△キーで設定するRAIDレベルを選択し、 

ENTキーを押します。 ( Xはドライブの数) 
                                                           
 

初期化が開始され、容量によって異なりますが 
数時間～十数時間かかります。 
  

 
 

 
ＥＳＣキーを 2回押します。 

 
 
         

これで “Quick Logical Drive Install” 完了です。 
 
 
◇ 設定フロー② （マニュアルで設定する場合。） 
（ファームウエアのバージョンにより表示が異なる場合があります。） 

 
初期画面。 

 
 
 

ENTキーを 2秒押します。 
 

  
▽キーを押します。 

 
 

 
                ENTキーを押します。 
 
 

 
ENTキーを 2秒押します。 

                 
 

▽△で設定するRAIDレベルを選択し 
ENTキーを 2秒押します。 
（ＴＤＲＶ： Total Ｄｒｉｖｅｓ） 

 
 
 

ENTキーを押して▽△で使用可能なDiskの情報を順次確認します。 
 
RAIDを構成するDiskをENTキーで選択します。 
（選択したDiskには＊を表示） 

               スペアに設定するDiskはここでは選択しません。   
構築するDiskを順次選択してから、ENTキーを２秒程押します。 

Set TDRV=X with↓ 
LG RAID5+Spare ? 

 LG=0 Initialize 
Completed 

 ES F1２F-G  V3.XXX 
 Ready 

 Quick Logical 
Drive Install ↓ 

 Press 2 seconds 
for Main Menu 

 ES F1２F-G  V3.XXX 
 No Host LUN 

View and Edit 
Logical Drives ↓↑ 

LG=0  
Not Defined ? 

TDRV=X Create 
LG Level=RAID5 ? 

RAID５ Selected 
To select drives 

C=3 I=X  XXXXMB 
＊LG=0 SL SEAGATE 

Init Parity XX% 
Please Wait     
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ここでLogical Driveのパラメータ（ドライブのサイズ変更、 
スペアドライブ等）の設定を行います。 

 
ENTを２秒押します。  

          通常はドライブサイズの変更はしないので▽キーを押します。 
 
 

      
          スペアドライブを設定する場合は ENTキーを押します。 

（設定しない場合は▽キーを押します） 
 
  

使用可能なDｉｓｋを▽△で順次確認しスペアドライブ 
に割り当てるDiskをENTキーで選択します。 
（選択したDiskには＊を表示） 
ＥＮＴキーを 2秒押します。 

 
ＥＳＣキーを押し、一つ前のメニューに戻ります。 
▽△キーで Ｃｒｅａｔｅ Logical Driveを選びＥＮＴキー 
を 2秒押します。 

 
初期化が開始され、容量によって異なりますが 
数時間～十数時間かかる。 

 
 

初期化が完了。 
 
  

 
ＥＳＣキーを数回押して初期画面にします。 
ホストの設定を行っていないため、No Host LUN 
と表示します。 

 
 

    7.5.3 ホストの設定 
    下記は最もシンプルな例です。 一つのロジカルドライブを一つのホストに割当てています。 
詳細は添付CD-ROMのGeneric Manual（GMN.x.xx.pdf： 英文約400ページ）を参照願います。  

 
                初期画面 
 
  

 
ENTキーを 2秒押します。 

 
  
▽キーを２回押します。 

 
 

 
ENTキーを押します。 

Change Logical 
Drive  Parameter  ? 

Maximum  Drive 
 Capacity     ．． 

Spare Drive 
Assignments  ．． 

C=1 I=８ XXXXMB 
＊LG=0 SL SEGATE 

Create Logical 
Drive        ? 

LG=0 Initialize 
Completed 

ES F1２F-G  V3.XXX 
Ｎｏ Ｈｏｓｔ ＬＵＮ 

Init Parity 00X% 
Please Wait    ! 

ES F1２F-G  V3.XXX 
Ｎｏ Ｈｏｓｔ ＬＵＮ 

 Quick Logical 
Drive Install ↓ 

 Press 2 seconds 
for Main Menu 

View and Edit 
Host Luns ↓↑ 
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ENTキーを押します。 
 
 

 
ENTキーを 2秒押します。 
 
 

               ENTキーを 2秒押します。 
 
 

 
               ENTキーを 2秒押します。 

 
 

 
ENTキーを押します。 

 
 

 
ENTキーを押します。 
 
 
 

ENTキーを 2秒押し確定させます。 
 
 
ホスト設定を行ったので初期画面はこのように 
No Host LUN から Readyに変わります。

CH0 ID112 LUN0 
Not Mapped ．． 

Map Host LUN？ 

 Map ｔｏ  
Ｌｏｇｉｃａｌ Ｄｒｉｖｅ ？ 

LG=0 RAID5  DRV=12
1501GB SB=0 

 LG=0  PART=0 
1537338MB 

Map Host LUN？ 

 CH0  ID112  LUN0
Map to LG0 PRT0  ?

ES F1２F-G  V3.XXX 
 Ready 
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８. 保守 
   定常的にシステムをモニターしメインテナンスする事により、システムのダウンタイムを最小にする事ができます。 
     本機の主要構成ユニットは下記の５ユニットにモジュール化されており、コントローラ以外はオンラインホットスワップが

可能です。 

      ただし、ホットスワップ中は、万が一の障害を防ぐため、ホストアクセスは出来る限り止める事をお勧めします。 

   

   主なモジュール     ホットスワップの可否 

１．  コントローラモジュール  不可 

２．  PSU（電源ユニット）  可能 

３．  ＦANユニット  可能 

４．  ハードディスク  可能 

５．  ハードディスクトレイ  可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.1  障害の確認 
本機にはシステム状態を監視し、障害が起きた時に、アラートを出し、適切なアクションをとれるように、豊富なモニタ

ー機能を装備しています。 障害が起きた場合は “第６章 本機のモニター機能” を参照し、障害内容の特定を行

い、システムベンダーに連絡してください。 なお障害内容はイベントログとして時系列的に本機のメモリーに記録さ

れますが、電源を落とすと消去されてしまいます。 電源を落とす前にイベントログの内容をメモしてください。 
 

8.2 電源ユニット（PSU）の保守 
      8.2.1 PSU保守の注意事項 

① 本機の電源は２つの３５０WホットスワップリダンダントPSUで構成します。  

②  ＰSUは2層の金属製ブラケット（上層はPSUが固定され、下層は取り外しできるFANユニット）が取り付けられ

ています。 

③ シングル電源でシステムの動作は可能ですが、電源障害時の対応用としてのみ使用します。 新たな交換用

PSUが到着するまでは、障害が起きた PSUをはずさないでください。 PSUを取り外した状態ではエアーフロ

ーが悪化するため、長時間運用するとシステムに重大なダメージを引き起こす場合があります。   

④ 電源障害時は、赤LEDが点灯しLCDまたはターミナルにイベントをレポートします。 

 注意 
・交換用モジュールが手元に準備できるまで障害モジュールを取り外さないでください。 内部のエアーフロー

に悪影響を与え、システムのダメージを引き起こす場合があります。 
・電源を落とすとシステムのイベントログが消去されます。 障害対策のために電源を落とす場合はイベントログ

のメモをとっておくおことをお勧めします。 
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8.2.2 PSUの交換                                  

                  

        

Step1   障害PSUの電源スイッチを切り、そのPSUからＡＣコードを抜きます。 
Step2  PSU上部右側の固定ネジを＋ドライバーではずします。 
 Step3   FANユニットをはずします。 はずし方は “8.3.２ FANユニットの交換” の章を参照ください。   

Step4   PSUの引き出し用ハンドルを下に押しシャーシからはずします。 
Step5   新しいPSUのハンドルを下方向に押し、静かにスロットに挿入し、ハンドルを図のように上方向に上げロック 
します。  

Step6   ネジを元通りに締めます。 ＡＣコードを差し込み、PSU のパワースイッチを ON にします。 正常動作時は緑
LEDが点灯します。 
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8.3 FANユニットの保守 
 

8.3.1 FANユニット保守の注意事項 
① 本機背面の下部に3個のホットスワップリダンダント FANユニットを装備し、システムのクーリングを行っています。 
② ＦＡＮユニットに障害が発生した場合、ユニット背面のLEDが赤点灯します。 
③ FANユニットに障害が発生した場合、できるだけ早く交換してください。 ただし新たなFANユニットが到着するま  
では、取り外さないで下さい。 取り外すと残り 2個のクーリングFANのエアーフローに悪影響を与えます。 

 

   8.3.2 FANユニットの交換 
① FANユニット背面の二つの黒いラッチでロックされています。 
② 取り外す時は二つの黒いラッチを図のよう内側に押しながら、ユニット下部のハンドルを引いて静かにはずします。 
③ 新しいユニットをスロットに挿入し静かにラッチがロックするまで押し入れます。 
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8.4 HDDとHDD トレイの保守 
  

8.4.1 HDDの状況確認 
 
ドライブトレイのＬＥＤ表示で障害HDDの番号を確認し、LCDパネルのイベントログで詳細情報をメモします。 イ
ベントログの見方は第２章を参照してください。 

  

 

 
           

LED Name Color Status 
Status LED 青色 ON：ドライブReady状態 

点滅：Read／Write中 

HDD Failed 赤色 ON：ドライブに障害が発生 

 
・ LCDパネルから下記のように各ドライブの状況確認ができます｡ 

 
      初期画面 
 

ES F1２F-G  V3.XXX  
  Ready 

  

初期画面から、ENTキーを 2秒押します。 
Quick Logical 

  Drive Install    ↓ 
  

と表示されますので、下向き▽キーを４回程押します。 
View and Edit   ↑ 
 SCSI Drives    ↓ 

 
 

 

が表示されますので、ここでENTキーを押します。 
C=3  I=0  00****MB 
LG=0  LN  SEAGATE 

  

 
この画面はインストールされているHDDの状態を示します。 
C=3はコントローラのSCSIチャンネル、I=0はSCSI IDが 0をさします。 
△▽キーで、I=0～I=1１までの他のドライブの状態を確認して下さい。 

 
「LN」と表示されているのはロジカルドライブのメンバーです。 
「SB」(Stand By)と表示があれば、スペアドライブを差します。 
これ以外には「BD」(Rebuilding),「New DRV」、「ABSENT」といった表示もあります。 
▽キーを複数回押し、全てのドライブのステータスを確認して下さい。 

 
 
確認が終わったらESCキーを数回押し初期画面に戻ります。 
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8.4.2  HDDの交換作業 
   ＜HDD交換時の注意事項＞ 
・交換するHDDの容量は現在使用中のHDDの容量と等しいか、大きくなければなりません。 
同じメーカの同一公称容量のHDDでも最大LBAの値が微妙に異なる場合がありますので注意してください。 
・HDD の取付けネジは必ず添付品を使用してください。長いネジを使用すると、ドライブの回路部分にダメージを与
えます。 
・HDDは衝撃および静電気に対して非常にデリケートです。 ショックを与えないよう十分注意し、HDDに触れる前
に何らかの方法で人体の静電気を放電してください。  
・RAID装置本体の電源は切らずに行う事ができますが、万一のデータ消失を防ぐため、事前にデータのフルバック
アップを採っておく事を強く推奨します。  

  
 
① RAIDサブシステムのドライブベイ（Slot番号）は１～1２まで下図のように配置されています。  
 

 
 
ドライブＩＤ番号はデフォルトでは ID0～ID1１に設定しています。   （ドライブの ID 番号は Enclosure 
Configuration Cardの IDスイッチでスロット０の IDを設定します。 その次は１づつ順番に繰り上がります。） 
 

 
② 障害ドライブがパネルの左右ハンドルの後ろにある場合、ドライブトレイを開ける前にそのハンドルを開けます。 

ハンドルは次図のようにラッチを外側に押して、ロックを解除し手前に引きます。 
 

 
 
③ 故障しているHDD トレイのクリップを上部に押し上げると、トレイの蓋が開きますので静かにトレイを引き抜きます。 

HDDは側面４箇所のインチネジで固定されていますので、ドライバーでネジをはずし、不良のHDDを取り外しま
す。 

 

 
④ HDDのＳＣＡコネクタがトレイの後端に位置するように添付の皿インチネジ４個で HDD をトレイに固定します。 必



44/45 

ず添付または、取外したネジを使用します。 長いネジはドライブの回路を破損することがあります。 
 

 
 

⑤ 新しいトレイを使用する場合はトレイ内に貼ってあるエアーフロー防止用透明シールを剥がしてください。 
⑥ HDD付きトレイを慎重にスロットに挿入し止まるまで押します。 トレイの蓋のクリップをロックします。 
⑦ トレイの青色LEDが点灯しReadyになることを確認します。 

 

8.4.3  HDD交換後のチェック 

    下記は交換したHDDをスペアドライブとして認識させる例です。 
初期画面 

 
ES F1２F-G  V3.XXX  

  Ready  
  

初期画面から、ENTキーを 2秒押します。 
Quick Logical 

  Drive Install    ↓ 
  

と表示されますので、下向き▽キーを４回押します。 
View and Edit   ↑ 
 SCSI Drives    ↓ 

 
 

 

を１回押します。 
C=3 I=0 BAD DRV 
 

  

一旦抜いたのでBADと表示されています。 

ENTキーを１回押します。 
Scan new SCSI 
Drive      .. 

  

入れ換えたHDDを認識させるため、スキャンをかけます。 
ENTキーを１回押します。 

Scan Channel=2 ? 
 

  

▽キーを押し、「２」を「３」に変えます。 
Scan Channel=3 ? 
 

  

ENTキーを 2秒押します。 
Scan Channel=3  
ID=00          ? 

  

ENTキーを 2秒押します。 
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C=3 I=0 00****MB 
NEW DRV SEAGATE 

  

ESCキーを押し、いったん上の階層に戻ります。 
View and Edit 
SCSI Drives 

  

ENTキーを押します。 
C=3 I=0 00****MB 
NEW DRV SEAGATE 

  

ENTキーを押します。 
View Drive 
Information .. 

  

▽キーを押します。 
Add Local Spare 
Drive        .. 

  

ENTキーを押します。 
*LG0 RAID5 DRV=7 
******MB GD SB=0 

  

ENTキーを 2秒押します。 
 

Add Local Spare 
Drive Successful 

  

ESCキーを押します。 
C=3 I=0 00****MB 
LG=0 SB SEAGATE 

  

 
画面の中、「LG」がロジカルドライブ、「SB」がスペアドライブに設定された事を意味します。 

 
ESCキーを２度押し、初期画面に戻ります。 

 
以上で、HDD交換作業は終了です。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

                                     以上                        
 
 
   


